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一
　
は
じ
め
に

　
「
書
聖
」
と
し
て
有
名
な
東
晋
の
王
羲
之
（
三
〇
三
〜
三
六
一
）
の
書
は
、

後
世
、
書
の
手
本
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
法
帖
と
し
て
多
く
の

も
の
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
例
え
ば
「
十
七
帖
」
は
、
二
十

条
の
羲
之
の
書
翰
を
収
め
た
も
の
で
、
初
め
が
「
十
七
日
、
先
書
」
で
書
き
出

さ
れ
て
い
る
の
で
「
十
七
帖
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
今
、
冒
頭
の
書
翰
の
内
容

を
見
て
み
よ
う
。（
注
①
）

　
　

 

十
七
日
、
先
書
。
郗
司
馬
未
去
。
即
日
得
足
下
書
、
為
慰
。
先
書
以
具
。

示
復
数
字
。 

（『
右
軍
』
一
・『
二
王
』
中
九
）　

　

 

十
七
日
、
先
に
書
す
。
郗
司
馬
は
未
だ
去
ら
ず
。
即
日
、
足
下
の
書
を
得
て
、

慰
め
と
為
す
。
先
の
書
に
以す
で

に
具そ
な

は
る
。
復ま

た
数
字
を
示
す
の
み
。

　

す
な
わ
ち
、「
十
七
日
、
先
に
お
手
紙
を
出
し
ま
し
た
が
、
郗
司
馬
は
ま
だ

出
発
し
て
お
り
ま
せ
ん
。（
手
紙
を
出
し
た
）
そ
の
日
に
、
あ
な
た
の
お
手
紙

を
受
け
取
り
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
先
の
書
に
詳
し
く
述
べ
ま
し
た
の
で
。
以

上
、ご
連
絡
ま
で
」
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
郗
司
馬
」

と
は
郗
曇
（
三
二
〇
〜
三
六
一
）
の
こ
と
で
、
羲
之
の
妻
の
弟
に
当
た
る
。
郗

曇
の
娘
は
羲
之
の
子
の
王
献
之
の
妻
と
な
っ
た
。

　

咸
康
六
年
（
三
四
〇
）、羲
之
三
十
八
歳
の
時
、郗
司
馬
（
曇
）
は
司
馬
昱
（
簡

文
帝
）
が
撫
軍
将
軍
と
な
っ
た
時
に
、
そ
の
司
馬
と
な
っ
た
。
つ
い
で
尚
書
吏

部
郎
に
除
せ
ら
れ
、
御
史
中
氶
を
拝
し
た
。
従
っ
て
此
の
書
翰
は
、
曇
が
司
馬

に
な
っ
た
、
咸
康
六
年
頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。（
注
②
）

　

こ
の
よ
う
に
、
今
日
ま
で
に
残
さ
れ
た
王
羲
之
の
書
翰
は
合
わ
せ
て
七
百
条

に
近
い
数
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
王
羲
之
研
究
に
と
っ
て
は
非
常
に
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
羲
之
の
書
翰
は
、
も
と
も
と
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
言
い
換
え
れ
ば
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
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二

中
国
文
学
の
伝
統
的
な
文
学
形
式
で
あ
る
「
書
」
と
は
、
全
く
異
質
の
極
め
て

私
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
甚
だ
難
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
書
翰
に
見
ら
れ
る
多
く
の
語
彙
は
、
い
わ
ゆ
る
当
時
の
口
語
と
思

わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
意
味
の
把
握
は
難
し
い
。
ま
た
、
文
法
的
に
も
や
は
り

口
語
の
影
響
を
受
け
た
と
想
像
さ
れ
る
も
の
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。（
注
③
）

　

更
に
殆
ど
の
書
翰
は
、
ご
く
親
し
い
人
に
宛
て
た
も
の
で
あ
り
、
言
わ
ば
今

日
我
々
が
携
帯
で
メ
ー
ル
を
す
る
が
如
き
感
覚
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
今
、
二
・
三
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

太
尉
門
左
、
不
可
言
、
同
此
酸
慨
。 

（『
王
右
軍
集
』
二
）　

　

太
尉
の
門
左
、
言
ふ
可
か
ら
ず
、
此
の
酸
慨
を
同と
も

に
せ
ん
。

　
「
太
尉
の
家
の
人
々
や
部
下
は
、
口
で
は
言
え
な
い
ほ
ど
、
こ
の
痛
ま
し
い

思
い
を
と
も
に
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
い
う
内
容
の
僅
か
十
一
字
の
こ

の
書
翰
は
、
先
に
見
た
「
十
七
帖
」
冒
頭
の
書
翰
と
同
様
に
、
王
家
と
の
関
わ

り
の
深
い
郗
鍳
（
郗
曇
の
父
）
に
つ
い
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も

書
翰
の
「
太
尉
」
と
は
三
公
の
一
で
あ
る
軍
の
長
官
で
あ
り
、『
晋
書
』
巻

六
七
「
郗
鍳
伝
」
に
は
、
郗
鍳
が
劉
徴
の
率
い
る
賊
軍
を
討
ち
、
位
を
太
尉
に

進
め
ら
れ
た
と
い
う
記
述
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
書
翰
も
あ
る
。

　
　

桓
安
西
、
観
自
伐
蜀
五
。（『
右
軍
』
四
二
〇
）

　

桓
安
西
は
、
自
ら
蜀
を
伐う

つ
を
観し
め

す
こ
と
五
た
び
な
り
。

　

す
な
わ
ち
「
桓
安
西
は
、
自
分
で
蜀
を
伐
つ
の
だ
と
、
五
回
も
言
っ
て
お
り

ま
す
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
「
桓
安
西
」
と
は
、
や
は
り
羲
之
と

は
関
わ
り
の
深
い
桓
温
（
三
一
二
〜
三
七
三
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。『
晋
書
』

巻
九
八
「
桓
温
伝
」
に
拠
れ
ば
、
桓
温
は
庾
翼
が
亡
く
な
っ
た
永
和
元
年

（
三
四
五
）
に
、
安
西
将
軍
と
な
り
、
永
和
二
年
十
一
月
に
、
征
虜
将
軍
周
撫

ら
を
率
い
て
後
蜀
を
伐
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
書
翰
の
内
容
を
手
掛
か
り
と
し
て
書
か
れ
た
時
期
が
お
お
よ

そ
推
測
で
き
る
も
の
は
、
二
百
条
ほ
ど
で
あ
る
。
拙
著
『
王
羲
之
全
書
翰
』
の

「
ま
え
が
き
」
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
。（
注
④
）

　

 　

も
し
時
期
の
推
定
で
き
る
も
の
を
年
代
順
に
排
列
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
本
人
（
王
羲
之
）
自
身
の
筆
に
よ
っ
て
記

さ
れ
た
生
涯
の
記
録
で
あ
り
、
動
乱
の
時
代
を
生
き
た
一
貴
族
の
個
体
史
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
個
人
の
生
活
記
録
と
い
う

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
社
会
を
あ
り
の
ま
ま
に
え
が
い
た
も
の
で

も
あ
る
か
ら
、
東
晋
と
い
う
時
代
と
社
会
の
、
生な
ま

の
記
録
と
い
う
こ
と
に
も

な
る
。
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三

　

以
下
、
本
稿
で
は
羲
之
の
書
翰
を
主
な
資
料
と
し
て
、『
晋
書
』
や
『
世
説

新
語
』
等
の
資
料
か
ら
だ
け
で
は
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
王
羲

之
像
に
つ
い
て
、
特
に
逸
民
の
時
期
を
中
心
に
、
見
て
み
た
い
。

二
　
王
羲
之
の
書
翰

　

本
稿
で
は
王
羲
之
の
書
翰
を
主
な
資
料
と
し
て
、
王
羲
之
と
は
い
か
な
る
人

物
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
人
間
像
を
見
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
七
百

条
に
も
及
ぶ
膨
大
な
書
翰
が
、
な
ぜ
今
日
ま
で
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
こ
と
を
物
語
る
逸
話
が
『
晋
書
』
巻
八
十
「
王
羲
之
伝
」
に
記
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
『
晋
書
』
本
伝
に
は
、
羲
之
の
書
が
生
存
中
か
ら
珍
重
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
す
次
の
よ
う
な
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

又
山
陰
有
一
道
士
、
養
好
鵞
。
羲
之
往
観
焉
、
意
甚
悦
、
固
求
市
之
。
道

士
云
、「
為
写
道
徳
経
、
当
挙
群
相
贈
耳
」。
羲
之
欣
然
写
畢
、
籠
鵞
而
帰
、

甚
以
為
楽
。
其
任
率
如
此
。

　

 

又
た
山
陰
に
一
道
士
有
り
、
好
鵞
を
養
ふ
。
羲
之
往ゆ

き
て
焉こ
れ

を
観
、
意
甚
だ

悦
び
、
固
く
之
を
市う

ら
ん
こ
と
を
求
む
。
道
士
云
ふ
、「
為
に
道
徳
経
を
写

さ
ば
、
当ま
さ

に
群
を
挙
げ
て
相
贈
る
べ
き
の
み
」
と
。
羲
之
は
欣
然
と
し
て
写

し
畢を
は

り
、
鵞
を
籠か
ご

に
し
て
帰
り
、
甚
だ
以
て
楽
し
み
と
為
す
。
其
の
任
率
な

る
こ
と
此か
く

の
如
し
。

　

す
な
わ
ち
、「
ま
た
、
山
陰
県
に
一
人
の
道
士
が
い
て
、
好
い
鵞
鳥
を
飼
っ

て
い
た
。
羲
之
は
出
か
け
て
行
っ
て
そ
れ
を
見
、
た
い
そ
う
気
に
入
り
、
ど
う

し
て
も
売
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
す
る
と
道
士
は
、「
老
子
の
『
道
徳
経
』

を
写
し
て
く
だ
さ
る
な
ら
、
こ
の
鵞
鳥
を
全
て
差
し
上
げ
ま
す
」
と
言
っ
た
。

羲
之
は
大
喜
び
で
そ
れ
を
写
し
終
え
、
鵞
鳥
を
籠
に
入
れ
て
帰
っ
て
、
大
変
そ

れ
を
楽
し
ん
だ
。
お
よ
そ
彼
の
任
率
（
思
い
の
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
こ
と
）
ぶ
り

は
、
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
羲
之
が
鵞
鳥
を
愛
好
し
て

い
る
こ
と
は
『
晋
書
』
に
も
他
に
記
載
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
道
士
が
鵞
鳥
の

対
価
と
し
て
羲
之
の
書
を
欲
し
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
羲
之
の
書
は
生
前
か

ら
す
で
に
高
い
評
価
を
得
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
載
も
あ
る
。

　
　

 

嘗
詣
門
生
家
、
見
棐
几
滑
浄
、
因
書
之
、
真
草
相
半
。
後
為
其
父
誤
刮
去

之
、
門
生
驚
懊
者
累
日
。

　

 

嘗
て
門
生
の
家
に
詣い
た

り
、
棐か
や

の
几つ
く
え

の
滑
浄
な
る
を
見
、
因
り
て
之
に
書
し
、

真
草
相
半な
か

ば
す
。
後
、
其
の
父
の
為
に
誤
り
て
之
を
刮け
ず

り
去
ら
れ
、
門
生
の

驚
懊
す
る
者こ
と

、
累
日
な
り
。

　
「
か
つ
て
門
人
の
家
に
行
き
、
棐
の
木
の
机
の
滑
ら
か
な
の
を
見
て
、
そ
れ

に
字
を
書
い
た
が
、真
書
と
草
書
と
が
相
半
ば
し
て
い
た
。後
に
そ
の
父
が
誤
っ

て
（
そ
の
字
を
）
削
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
門
人
は
何
日
も
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
い
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四

た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
羲
之
の
書
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
、
次
の
よ
う
な
事
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 
又
嘗
在
蕺
山
、
見
一
老
姥
、
持
六
角
竹
扇
売
之
。
羲
之
書
其
扇
、
各
為
五

字
。
姥
初
有
慍
色
。
因
謂
姥
曰
、「
但
言
、是
王
右
軍
書
。
以
求
百
銭
邪
」。

姥
如
其
言
。
人
競
買
之
。

　

 

又
た
嘗
て
蕺し
ふ

山
に
在
り
て
、
一
老
姥
の
、
六
角
の
竹
扇
を
持
ち
て
之
を
売
る

を
見
る
。
羲
之
は
其
の
扇
に
書
し
て
、
各
お
の
五
字
を
為
す
。
姥
は
初
め
慍い
か

る
色
有
り
。因
り
て
姥
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
但
だ
言
へ
、是こ

れ
王
右
軍
の
書
と
。

以
て
百
銭
を
求
め
ん
か
」
と
。
姥
、
其
の
言
の
如
く
す
る
に
、
人
競き
そ

ひ
て
之

を
買
ふ
。

　
「
ま
た
或
る
時
、
蕺
山
で
一
人
の
老
婆
が
、
六
角
の
竹
扇
を
売
っ
て
い
た
。

羲
之
は
そ
の
扇
に
五
文
字
ず
つ
書
い
て
や
っ
た
。
老
婆
は
最
初
に
慍い
か

り
の
顔
色

を
見
せ
た
。
す
る
と
義
之
は
老
婆
に
こ
う
話
し
た
、「
た
だ
言
え
、
こ
れ
は
王

右
軍
の
書
だ
と
。
そ
れ
で
百
銭
で
売
れ
る
だ
ろ
う
」。
老
婆
が
言
わ
れ
た
通
り

に
す
る
と
、
み
ん
な
競
っ
て
そ
の
扇
を
買
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
『
晋
書
』
本
伝
に
記
載
さ
れ
て
い
る
逸
話
を
見
れ
ば
、
羲
之
の
書
は

当
時
か
ら
甚
だ
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
十
分
に
理
解
で
き
る
。
今
日
の

我
々
が
、有
名
人
や
高
名
な
人
の
書
い
た
も
の
を
珍
重
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
恐
ら
く
羲
之
か
ら
書
を
も
ら
っ
た
人
は
、
そ
れ
を
大
切
に
し
て
い

た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
羲
之
の
書
翰
が
あ
る
。

　
　

 

上
方
寛
博
多
通
、
資
生
有
十
倍
之
。
覚
是
所
委
息
。
乃
有
南
眷
情
。
足
下

謂
何
以
。
密
示
。
一
勿
宣
此
意
。
為
与
卿
共
思
之
。
省
已
、
以
付
火
。

 

（『
右
軍
』
三
一
三
）　

　

 

上
方
は
寛
博
に
し
て
通
ず
る
こ
と
多
く
、
資
生
は
之
に
十
倍
す
る
有
り
。
是こ

れ
委
息
す
る
所
な
る
を
覚
ゆ
。
乃
ち
南
眷
の
情
有
り
。
足
下
は
何
を
以
て
せ

ん
と
謂お
も

ふ
や
。
密
か
に
示
す
。
一い
つ

に
此
の
意
を
宣の

ぶ
る
こ
と
勿
れ
。
卿
と
共

に
之
を
思
は
ん
と
す
る
が
為
な
り
。
省み

已を

は
れ
ば
、
以
て
火
に
付
せ
よ
。

　
「
あ
ち
ら
は
土
地
が
広
く
、
物
資
の
流
通
も
頻
繁
で
、
利
益
は
こ
こ
の
十
倍

も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
落
ち
着
き
場
所
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

南
の
方
へ
移
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。
こ
っ
そ
り
お
話
し
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
決
し
て
口
外
な
さ
ら
な
い
よ

う
に
。
あ
な
た
と
二
人
だ
け
で
相
談
し
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
ご
覧
に
な
っ

た
ら
、
燃
や
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
内
容
の
書
翰
で
あ
る
が
、
一
家
の
長
と
し

て
の
王
羲
之
は
、
王
家
を
支
え
る
た
め
の
経
済
に
つ
い
て
も
心
を
配
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、こ
の
書
翰
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
省
已
は
れ
ば
、以
て
火
に
付
せ
よ
」

と
い
う
結
び
の
言
葉
で
あ
る
。
内
容
が
内
容
だ
け
に
、
こ
の
手
紙
を
燃
や
す
よ

う
に
、
と
い
う
忠
告
に
反
し
て
、
現
に
こ
の
書
翰
が
今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
と
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い
う
こ
と
は
、
や
は
り
受
け
取
っ
た
人
が
羲
之
の
書
の
価
値
を
認
め
、
燃
や
す

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、七
百
条
に
も
及
ぶ
王
羲
之
の
書
翰
は
大
切
に
さ
れ
、我
々

は
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
服
食
養
生

　
『
世
説
新
語
』
言
語
篇
に
、

　
　

何
平
叔
云
、
服
五
石
散
、
非
唯
治
病
、
亦
覚
神
明
開
朗
。

　

 

何
平
叔
云
ふ
、
五
石
散
を
服
す
れ
ば
、
唯た
だ

に
病
を
治
す
る
の
み
に
非
ず
、
亦

た
神
明
開
朗
な
る
を
覚
ゆ
、
と
。

　

と
見
え
る
よ
う
に
、
魏
の
何
晏
（
字
は
平
叔
）
以
来
、
魏
・
晋
の
貴
族
の
間

で
は
「
五
石
散
」
が
流
行
し
た
。（
注
⑤
）
こ
の
五
石
散
に
関
す
る
羲
之
の
次
の

よ
う
な
書
翰
が
あ
る
。

　
　

 

服
足
下
五
色
石
膏
散
、身
軽
、行
動
如
飛
也
。
足
下
更
与
下
七
、致
之
不
。

治
多
少
、
尋
面
言
之
。
委
曲
之
事
、
実
亦
□
人
。
尋
過
江
言
散
。

 

（『
王
右
軍
集
』
二
）　

　

 

足
下
の
五
色
石
膏
散
を
服
す
る
に
、
身
は
軽
く
し
て
、
行
動
は
飛
ぶ
が
如
き

な
り
。
足
下
は
更
に
七
を
与あ

下た

へ
て
、
之
を
致
す
や
不い
な

や
。
治
の
多
少
は
、

尋つ

い
で
面
し
て
之
を
言
は
ん
。
委
曲
の
事
、
実ま
こ
と

に
亦
た
人
を
□
。
尋
い
で
江

を
過
ぐ
れ
ば
言
散
せ
ん
。

　

す
な
わ
ち
、「
あ
な
た
か
ら
い
た
だ
い
た
五
色
石
膏
散
を
服
用
し
た
と
こ
ろ
、

身
は
軽
く
な
り
、
行
動
は
ま
る
で
空
を
飛
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
あ
な
た

は
さ
ら
に
七
服
分
を
分
け
て
下
さ
り
、
送
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
治
癒
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
ま
た
お
会
い
し
て
お
話
し
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
事

は
、
ま
た
人
を
（
や
り
ま
す
）。
そ
の
う
ち
に
（
彼
が
）
江
を
渡
れ
ば
気
晴
ら

し
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
内
容
の
手
紙
か
ら
、
羲
之
自
身
も
五
石
散
を
服
用

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
書
翰
の
内
容
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

　
　

 

追
尋
傷
悼
、
但
有
痛
心
。
当
奈
何
奈
何
。
得
告
慰
之
。
吾
昨
頻
哀
感
、
便

欲
不
自
勝
挙
。
旦
服
散
行
之
、
益
頓
乏
。
推
理
皆
如
足
下
所
誨
。
然
吾
老

矣
。
余
願
未
尽
、
唯
在
子
輩
耳
。
一
旦
哭
之
。
垂
尽
之
年
、
転
無
復
理
。

此
当
何
益
。
冀
小
却
漸
消
散
耳
。
省
卿
書
、但
有
酸
塞
。
足
下
念
故
言
散
、

所
豁
多
也
。
王
羲
之
頓
首
。 

（『
右
軍
』
一
九
三
・『
淳
化
』
三
）　

　

 

追
尋
し
て
は
傷
悼
し
、
但
だ
痛
心
有
る
の
み
。
当は

た
奈い
か
ん何

せ
ん
奈い
か
ん何

せ
ん
。

告
を
得
て
之
を
慰
む
。
吾
は
昨
頻
り
に
哀
感
し
、
便
ち
自
ら
勝た挙
へ
ざ
ら
ん
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と
欲す

。
旦あ
し
た

に
服
散
し
て
之
を
行
ふ
も
、
益
ま
す
頓
乏
す
。
理
を
推
す
に
皆
な

足
下
の
誨を
し

ふ
る
所
の
如
し
。
然
れ
ど
も
吾
は
老
い
た
り
。
余
願
の
未
だ
尽
く

さ
ざ
る
は
、
唯
だ
子
輩
に
在
る
耳の
み

。
一
旦
之
を
哭
す
。
垂
尽
の
年
、
転う
た

た
復

す
る
理
無
か
ら
ん
と
す
。
此
れ
当は

た
何
の
益
あ
ら
ん
。
小い
さ
さ却
か
漸
く
消
散
せ

ん
こ
と
を
冀ね
が

ふ
耳の
み

。
卿
の
書
を
省み

る
に
、
但
だ
酸
塞
有
る
の
み
。
足
下
言
散

し
て
、
豁ひ
ろ

く
す
る
所
の
多
か
ら
ん
こ
と
を
念
故
せ
よ
。
王
羲
之
頓
首
。

　
「
思
い
起
こ
し
て
は
悲
し
み
、
た
だ
心
が
痛
む
ば
か
り
で
す
。
一
体
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
お
手
紙
を
い
た
だ
い
て
こ
こ
ろ
が
慰
み
ま
し
た
。
私
は
昨
日
、

悲
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
り
、
と
て
も
我
慢
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
朝
に
な
っ
て
服
散
し
た
の
で
す
が
、
ま
す
ま
す
元
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
わ
け
を
考
え
て
み
ま
す
に
、
す
べ
て
あ
な
た
の
お
考
え
の
通

り
で
す
。
と
こ
ろ
で
私
は
年
老
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
た
だ
子
供
た
ち
の
こ
と
だ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
に
わ
か
に
そ
の
死
を
哭

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。
残
り
わ
ず
か
な
年
齢
に
な
り
、
と
て
も
病
気
が
治

る
望
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。
服
薬
し
て
い
っ
た
い
何
の
益
が
あ
る
の
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
で
も
薬
を
飲
ん
で
治
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
あ
な
た
の
お
手
紙
を
見
て
は
、
た
だ
悲
し
み
に
胸
が
ふ
さ
が
る
ば
か
り
で

す
。あ
な
た
は
気
を
晴
ら
し
て
大
き
な
気
持
ち
で
い
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
」。

　

こ
こ
に
見
え
る
「
服
散
」
も
、
或
い
は
五
石
散
を
服
用
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
羲
之
は
こ
う
し
た
服
薬
に
よ
っ
て
、
塞
い
だ
気
持
ち
を
晴

ら
す
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
書
翰
以
外
に
も
、多
く
の
薬
方
に
関
す
る
書
翰
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

先
生
頃
可
耳
。
今
日
略
至
。
遅
委
悉
。
知
楽
公
可
為
之
慰
。
桃
膠
易
得
、

可
以
少
耶
。
専
一
物
不
移
、乃
不
忠
也
。
充
迎
不
。
致
意
。
知
陽
意
事
進
。

願
人
之
善
。 

（『
右
軍
』
三
一
九
）　

　

 

先
生
は
頃こ
の
こ

ろ
可
な
る
耳の
み

。
今
日
、
略ほ

ぼ
至
ら
ん
。
委
悉
を
遅ま

つ
。
楽
公
の
之

が
為
に
慰
む
可
き
を
知
る
。
桃
膠
は
得
易や
す

き
も
、
以
て
少
し
く
す
可
き
耶か

。

一
物
を
専
ら
に
し
て
移
さ
ざ
る
は
、
乃
ち
忠
な
ら
ざ
る
也な
り

。
充
は
迎
ふ
る
や

不い
な

や
。
意
を
致
せ
よ
。
陽
の
意
、
進
む
を
事
と
す
る
を
知
る
。
人
の
善
く
せ

ん
こ
と
を
願
ふ
。

　
「
先
生
は
近
ご
ろ
元
気
に
し
て
い
ま
す
。
今
日
ぐ
ら
い
に
は
（
そ
ち
ら
に
）

着
く
で
し
ょ
う
。
詳
し
い
知
ら
せ
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。
楽
公
も
先
生
に
会
っ

て
安
心
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
桃
膠
は
手
に
入
れ
や
す
い
も
の
で
す
が
、（
使

う
量
は
）少
な
く
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
一
つ
の
物
ば
か
り
を
用
い
続
け
る
の
は
、

よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
充
は
迎
え
て
く
れ
ま
す
か
。
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
陽

が
仕
進
す
る
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
よ
く
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
」。

　

書
き
出
し
の
「
先
生
」
と
は
、
道
士
の
許
邁
の
こ
と
で
あ
る
。
王
家
で
は
、

も
と
も
と
張
氏
の
五
斗
米
道
（
後
の
道
教
）
を
信
奉
し
て
い
た
。
殊
に
羲
之
の

次
男
の
凝
之
は
、
狂
信
的
な
信
者
で
あ
り
、
鬼
兵
の
援
助
を
当
て
に
し
て
賊
に



広島大学大学院文学研究科論集　第77巻7

七

対
す
る
備
え
を
せ
ず
、賊
に
攻
め
ら
れ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、

『
晋
書
』
王
羲
之
伝
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

有
七
子
、
知
名
者
五
人
。
玄
之
早
卒
。
次
凝
之
、
亦
工
草
隷
、
仕
歴
江
州

刺
史
、
左
将
軍
、
会
稽
内
史
。
王
氏
世
事
張
氏
五
斗
米
道
、
凝
之
彌
篤
。

孫
恩
之
攻
会
稽
、
僚
佐
請
為
之
備
。
凝
之
不
従
、
方
入
靖
室
請
祷
、
出
語

諸
将
佐
曰
、「
吾
已
請
大
道
、
許
鬼
兵
相
助
。
賊
自
破
矣
。」
既
不
設
備
、

遂
為
孫
恩
所
害
。

　

 

七
子
有
り
、
名
を
知
ら
る
る
者
五
人
。
玄
之
は
早
く
卒
す
。
次
は
凝
之
、
亦

た
草
隷
に
工
み
な
り
。
仕
へ
て
江
州
刺
史
、左
将
軍
、会
稽
内
史
を
歴
た
り
。

王
氏
は
世
よ
張
氏
の
五
斗
米
道
に
事つ
か

へ
、
凝
之
は
彌い
よ

い
よ
篤
し
。
孫
恩
の
会

稽
を
攻
む
る
や
、
僚
左
は
之
が
備
へ
を
為
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
凝
之
は
従
は

ず
。
方ま
さ

に
靖
室
に
入
り
て
請
祷
し
、
出
で
て
諸
将
佐
に
語
り
て
曰
く
、「
吾

は
已
に
大
道
に
請
ふ
に
、鬼
兵
も
て
相あ
ひ

助
く
る
を
許
す
。
賊
は
自
ら
破
れ
ん
」

と
。
既
に
備
へ
を
設
け
ず
、
遂
に
孫
恩
の
害
す
る
所
と
為
る
。

　
「
七
人
の
子
が
あ
り
、
名
の
知
れ
た
者
は
五
人
で
あ
っ
た
。
玄
之
は
早
く
亡

く
な
っ
た
。
次
男
の
凝
之
は
、
ま
た
草
書
・
隷
書
に
巧
み
で
あ
っ
た
。
仕
官
し

て
江
州
刺
史
、
左
将
軍
、
会
稽
内
史
を
歴
任
し
た
。
王
氏
は
代
々
、
張
氏
の
五

斗
米
道
を
信
じ
て
い
た
が
、
凝
之
は
と
り
わ
け
信
仰
が
篤
か
っ
た
。
孫
恩
が
会

稽
を
攻
め
た
時
、
部
下
が
防
備
を
す
る
よ
う
に
願
っ
た
と
こ
ろ
、
凝
之
は
そ
れ

に
従
わ
ず
、
靖
室
に
入
っ
て
祈
祷
を
し
、
お
わ
っ
て
部
屋
か
ら
出
て
く
る
と
、

将
軍
や
属
官
に
む
か
っ
て
言
っ
た
、「
私
が
神
に
お
願
い
を
し
て
、
鬼
兵
が
助

け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
賊
は
お
の
ず
か
ら
破
れ
る
は
ず
だ
」
と
。

こ
う
し
て
防
備
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
孫
恩
の
た
め
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
許
邁
に
つ
い
て
は
、『
晋
書
』
王
羲
之
伝
に
そ
の
略
伝
が
付
さ
れ

て
い
る
。

　
　

始
羲
之
所
与
共
游
者
、
許
邁
。
字
叔
玄
、
一
名
映
。
丹
陽
句
容
人
也
。

　

 

始
め
羲
之
の
与と

共も

に
游
び
し
所
の
者
に
、
許
邁
あ
り
。
字
は
叔
玄
、
一
名
は

映
。
丹
陽
・
句こ
う

容よ
う

の
人
な
り
。

　

と
書
き
出
さ
れ
る
略
伝
で
は
、
許
邁
と
羲
之
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　
　

 

初
採
薬
於
桐
廬
県
之
桓
山
、
餌
朮
涉
三
年
。
時
欲
断
穀
、
以
此
山
近
人
、

不
得
專
一
、四
面
藩
之
。
好
道
之
徒
、欲
相
見
者
、登
樓
与
語
、以
此
為
楽
。

常
服
気
、
一
気
千
余
息
。
永
和
二
年
、
移
入
臨
安
西
山
、
登
巖
茹
芝
、
眇

爾
自
得
、
有
終
焉
之
志
。
乃
改
名
玄
、
字
遠
游
、
与
婦
書
告
別
、
又
著
詩

十
二
首
、
論
神
遷
之
事
焉
。
羲
之
造
之
、
未
嘗
不
彌
日
忘
歸
、
相
与
為
世

外
之
交
。
玄
遺
羲
之
書
云
、「
自
山
陰
南
至
臨
安
、
多
有
金
堂
玉
室
、
仙
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人
芝
草
。
左
元
放
之
徒
、
漢
末
諸
得
道
者
、
皆
在
焉
。」
羲
之
自
為
之
傳
、

述
霊
異
之
跡
甚
多
、
不
可
詳
記
。
玄
自
後
、
莫
測
所
終
。
好
道
者
、
皆
謂

之
羽
化
矣
。

　

 

初
め
、
薬
を
桐
廬
県
の
桓
山
に
採
り
、
朮じ
ゆ
つ

を
餌く
ら

ひ
て
三
年
を
渉
る
。
時
に
穀

を
断
た
ん
と
欲
す
る
も
、
此
の
山
の
、
人
に
近
く
し
て
、
専
一
す
る
を
得
ざ

る
を
以
て
、
四
面
に
之
に
藩か
き

す
。
道
を
好
む
の
徒
、
相
見
ん
と
欲
す
る
者
あ

ら
ば
、
楼
に
登
り
て
与と
も

に
語
り
、
此
れ
を
以
て
楽
し
み
と
為
す
。
常
に
気
を

服
し
、
一
気
も
て
千
余
息
す
。
永
和
二
年
、
移
り
て
臨
安
の
西
山
に
入
り
、

巌い
わ

に
登
り
芝し

を
茹く
ら

ひ
、
眇べ
う

爾じ

と
し
て
自
得
し
、
終
焉
の
志
有
り
。
乃
ち
名
を

玄
、
字
を
遠
游
と
改
め
、
婦
に
書
を
与
へ
て
別
れ
を
告
げ
、
又
た
詩
十
二
首

を
著あ
ら
は

し
、
神
遷
の
事
を
論
ず
。
羲
之
の
之こ
こ

に
造い
た

る
や
、
未
だ
嘗
て
日
に
彌わ
た

り

て
帰
る
を
忘
れ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
相
与と
も

に
世
外
の
交
り
を
為
す
。
玄
は
羲
之

に
書
を
遺の
こ

し
て
云
ふ
、「
山
陰
の
南
自よ

り
臨
安
に
至
る
ま
で
、多
く
金
堂
玉
室
、

仙
人
芝し

草さ
う

有
り
。
左
元
放
の
徒
、
漢
末
の
諸
も
ろ
の
得
道
者
は
、
皆
な
焉こ
れ

に

在
り
」
と
。
義
之
は
自
ら
之
が
伝
を
為つ
く

り
、
霊
異
の
跡
を
述
ぶ
る
こ
と
甚
だ

多
し
。
詳つ
ま
び
ら

か
に
記
す
可
か
ら
ず
。
玄
は
自
後
、
終
る
所
を
測
る
莫な

し
。
道
を

好
む
者
は
、
皆
な
之
を
羽
化
せ
り
と
謂
ふ
。

　

す
な
わ
ち
「
初
め
、
桐
廬
県
の
桓
山
で
薬
を
採
っ
た
と
き
は
、
朮お
け
ら

を
食
べ
て

三
年
を
過
ご
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
穀
物
を
絶
と
う
と
思
っ
た
が
、
こ
の
山
が
人

家
に
近
く
、そ
れ
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、四
方
に
藩か
き

を
作
っ
た
。

道
家
の
徒
で
、
彼
に
会
い
た
い
者
は
、
楼
に
登
っ
て
話
を
し
、
そ
れ
を
楽
し
み

と
し
た
。
常
に
気
を
服
し
、
一
呼
吸
で
千
余
回
の
呼
吸
に
相
当
し
た
。
永
和
二

年
、
臨
安
の
西
山
に
移
り
、
岩
に
登
っ
て
霊
芝
を
食
べ
て
、
は
る
か
に
仙
道
を

自
得
し
、
こ
の
地
で
生
涯
を
終
え
る
決
心
を
し
た
。
そ
こ
で
、
名
を
玄
、
字
を

遠
游
と
改
め
、
妻
に
手
紙
を
書
い
て
別
れ
を
告
げ
、
ま
た
詩
十
二
首
を
作
り
、

神
仙
の
事
を
論
じ
た
。羲
之
が
こ
こ
に
来
る
と
、何
日
も
帰
る
の
を
忘
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
な
く
、
互
い
に
世
外
の
交
わ
り
を
結
ん
だ
。
玄
は
羲
之
に
手
紙
を
遺

し
て
、「
山
陰
の
南
か
ら
臨
安
に
か
け
て
、金
堂
玉
室
や
仙
人
芝
草
が
多
く
あ
り
、

左
元
放
の
徒
ら
、
漢
末
の
諸
々
の
得
道
者
が
、
皆
こ
こ
に
い
る
」
と
言
っ
た
。

羲
之
は
自
ら
彼
の
伝
記
を
つ
く
り
、
数
々
の
霊
異
の
事
跡
を
述
べ
た
が
、
こ
こ

に
詳
し
く
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
玄
は
そ
の
後
、
ど
こ
で
終
わ
っ
た
か
分
か

ら
な
い
。
こ
の
道
を
好
む
人
た
ち
は
、
彼
は
羽
化
昇
天
し
た
の
だ
と
考
え
た
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

許
邁
と
の
出
会
い
が
何
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く

羲
之
が
会
稽
の
地
に
や
っ
て
来
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
許
邁
と
の
交
わ
り
を
通
し
て
、
羲
之
は
服
食
養
生
に
努
め
る
こ
と

に
な
る
。
羲
之
の
書
翰
の
中
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
薬
方
に
関
す
る
も
の
が
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　

噉
豆
、
鼠
傷
如
佳
。
今
送
。
能
噉
不
。

 

（『
淳
化
』
三
・『
二
王
』
上
五
五
）　
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豆
を
噉く
ら

へ
ば
、
鼠
傷
に
佳
な
る
が
如
し
。
今
、
送
る
。
能よ

く
噉く
ら

ふ
や
不い
な

や
。

　
「
豆
を
食
べ
れ
ば
、
鼠
傷
に
効
く
よ
う
で
す
。
今
、
お
送
り
し
ま
す
。
食
べ

ら
れ
ま
す
か
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
鼠
に
か
じ
ら
れ
た
傷
を
治
す

の
に
効
果
の
あ
る
豆
を
羲
之
が
教
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

 

石
脾
、
入
水
即
乾
、
出
水
便
湿
。
独
活
、
有
風
不
動
、
無
風
自
揺
。
天
下

物
理
、
豈
可
以
意
求
。
唯
上
聖
乃
能
窮
理
。　
　
（『
二
王
』
中
三
四
）

　

 

石
脾
は
、
水
に
入
れ
ば
即
ち
乾
き
、
水
よ
り
出
だ
せ
ば
便す
な
は

ち
湿
る
。
独
活
は
、

風
有
る
も
動
か
ず
、
風
無
き
も
自お
の
づ
か

ら
揺う
ご

く
。
天
下
の
物
理
、
豈
に
意
を
以
て

求
む
可
け
ん
や
。
唯
だ
上
聖
の
み
乃
ち
能
く
理
を
窮き
は

む
。

　
「
石
脾
は
、
水
に
入
れ
る
と
乾
き
、
水
か
ら
出
す
と
湿
り
ま
す
。
独
活
は
、

風
が
吹
い
て
も
動
か
な
い
が
、
風
が
無
く
て
も
揺
れ
動
き
ま
す
。
天
下
の
物
の

理
は
、
ど
う
し
て
人
の
心
で
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
た
だ
聖
人

の
み
が
理
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」。
こ
こ
に
あ
る
「
石
脾
」
は
、『
本

草
綱
目
』
石
部
に
「
石
脾
は
西
戎
の
鹵し
ほ

地ち

に
生
じ
、碱け
ん

水す
ゐ

の
結
成
す
る
者
な
り
」

と
あ
り
、「
独
活
」（
う
ど
の
一
種
）
に
つ
い
て
は
、『
本
草
綱
目
』
草
部
に
「
諸
々

の
中
風
・
湿
冷
を
治
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
羲
之
が
薬
方
に
つ
い
て
手
紙
の
相

手
に
説
明
を
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

須
狼
毒
。
市
求
不
可
得
。
足
下
或
有
者
、
分
三
両
。
停
須
。
故
示
。

 

（『
淳
化
』
五
・『
二
王
』
上
五
一
）　

　

 

狼
毒
を
須も
と

む
。
市
に
求
む
る
も
得
可
か
ら
ず
。
足
下
、
或
い
は
有
ら
者ば

、
三

両
を
分
か
て
よ
。
停と
ど

ま
り
て
須ま

つ
。
故
に
示
す
。

　
「
狼
毒
が
必
要
で
す
。
市
場
で
捜
し
た
の
で
す
が
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
な
た
が
も
し
お
持
ち
で
し
た
ら
、
三
両
ほ
ど
お
分
け
下
さ

い
。（
こ
ち
ら
に
）
ず
っ
と
停
ま
っ
て
待
っ
て
お
り
ま
す
の
で
。
そ
れ
で
お
便

り
し
た
次
第
で
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
狼
毒
」
は
、『
本
草
綱
目
』
草
部

に
「
聾
を
治
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
羲
之
の
所
に
聾
を
患
っ
て
い
る

人
が
い
て
、
薬
を
待
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。（
注
⑥
）

　

こ
の
よ
う
に
、
王
羲
之
は
親
し
い
人
た
ち
と
薬
方
の
情
報
を
共
有
し
、
と
も

に
服
食
養
生
に
努
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

四
　
目
前
の
娯
し
み

　

こ
う
し
た
日
々
に
あ
っ
て
、
羲
之
の
心
を
慰
め
て
く
れ
て
い
た
の
は
、
可
愛

い
孫
た
ち
で
あ
っ
た
。
羲
之
に
は
次
の
よ
う
な
書
翰
が
あ
る
。

　
　

 
吾
有
七
児
一
女
。
皆
同
生
。
婚
娶
以
畢
、
惟
一
小
者
、
尚
未
婚
耳
。
過
此

一
婚
、便
得
至
彼
。
今
内
外
孫
有
十
六
人
、足
慰
目
前
。
足
下
情
致
委
曲
。
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故
具
示
。 

（『
右
軍
』
二
〇
・『
淳
化
』
三･

『
二
王
』
上
一
〇
）　

　

 
吾
に
七
児
一
女
有
り
。
皆
な
同
生
な
り
。
婚
娶
は
以す
で

に
畢を
は

る
も
、
惟た

だ
一
小

者
の
み
、
尚
ほ
未
だ
婚
せ
ざ
る
耳の
み

。
此
の
一
婚
を
過
ぐ
れ
ば
、
便す
な
は

ち
彼か
し
こ

に
至

る
を
得
ん
。
今
、
内
外
の
孫
十
六
人
有
り
、
目
前
を
慰
む
る
に
足
る
。
足
下

情
致
は
委
曲
な
り
。
故
に
具つ
ぶ
さ

に
示
す
。

　　
「
私
に
は
七
人
の
男
の
子
と
一
人
の
女
の
子
が
お
り
ま
す
。
み
な
同
じ
腹
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
結
婚
は
ほ
ぼ
お
わ
っ
た
の
で
す
が
、
た
だ
末
の
一
人

だ
け
が
、
ま
だ
結
婚
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
子
の
結
婚
が
す
め
ば
、
あ
ち
ら
に

行
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
今
、
内
孫
外
孫
が
十
六
人
お
り
、
今
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
お
心
づ
く
し
に
感
謝
し
つ
つ
、
お
便
り
し
ま
し

た
」
と
い
う
よ
う
に
、
羲
之
に
と
っ
て
可
愛
い
孫
た
ち
は
今
こ
の
時
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

　
「
足
慰
目
前
」（
目
前
を
慰
む
る
に
足
る
）
と
い
う
の
は
、
羲
之
の
考
え
方
の

一
端
を
示
す
言
葉
で
、
次
の
書
翰
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

 

十
月
七
日
、
羲
之
報
。
前
過
足
下
、
所
得
其
書
、
想
殊
有
労
弊
。
然
叔
兄

子
孫
有
数
人
、
足
慰
目
前
情
。
…
… （『
淳
化
』
四
・『
二
王
』
中
四
七
）　

　

 

十
月
七
日
、
羲
之
報
ず
。
前さ
き

に
足
下
に
過よ
ぎ

り
て
、
得
る
所
の
其
の
書
、
想
ふ

に
殊
に
労
弊
有
り
。
然
れ
ど
も
叔
兄
は
子こ

孫ま
ご

数
人
有
り
、
目
前
の
情
を
慰
む

る
に
足
ら
ん
。
…
…

　
「
十
月
七
日
、羲
之
報
ず
。
以
前
、あ
な
た
の
所
に
立
ち
寄
っ
て
受
け
取
っ
た
、

先
方
か
ら
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
こ
と
に
苦
労
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
叔
兄
に
は
子
や
孫
が
数
人
あ
り
、
目
前
の
情
を
慰
め
る
の
に
は
十
分
で

し
ょ
う
。
…
…
」。

　

次
の
書
翰
に
も
「
娯
目
前
」（
目
前
を
娯
し
む
）
と
見
え
て
い
る
。

　
　

 

古
之
辞
世
者
、
或
被
髪
徉
狂
、
或
汚
身
穢
迹
。
可
謂
艱
矣
。
今
僕
坐
而
獲

免
、
遂
其
宿
心
。
其
為
幸
慶
、
豈
非
天
賜
。
違
天
不
祥
。
頃
東
遊
還
。
修

治
桑
果
、
今
盛
敷
栄
。
率
諸
子
、
抱
孫
、
遊
観
其
間
。
有
一
味
之
甘
、
割

而
分
之
、
以
娯
目
前
。
雖
植
德
無
殊
邈
、
猶
欲
教
養
子
孫
、
以
敦
厚
退
讓
、

戒
以
軽
薄
。
庶
令
挙
策
数
馬
、
彷
彿
萬
石
之
風
。
君
謂
之
何
如
。
遇
重
熙

去
。
當
與
安
石
、
東
遊
山
海
、
併
行
田
、
盡
地
利
。
頤
養
閒
暇
、
衣
食
之

余
、
欲
與
親
知
、
時
共
歓
讌
。
雖
不
能
興
言
高
詠
、
銜
杯
引
満
、
語
田
里

所
行
、
故
以
為
撫
掌
之
資
。
其
為
得
意
、
可
勝
言
耶
。
常
依
陸
賈
班
嗣
楊

王
孫
之
処
世
、
甚
欲
希
風
数
子
。
老
夫
志
願
、
盡
於
此
也
。
君
察
此
。
當

有
二
言
不
。
真
所
謂
賢
者
志
於
大
、
不
肖
志
其
小
。
無
緣
見
君
。
故
悉
心

而
言
、
以
當
一
面
。 

（『
右
軍
』
三
一
五
）　

　

 
古い
に
し
へ

の
世
を
辞
す
る
者
は
、
或
い
は
被
髪
徉
狂
し
、
或
い
は
身
を
汚け
が

し
迹あ
と

を
穢け
が

す
。
艱か
た

し
と
謂
ふ
可
し
。
今
、
僕
は
坐い

な
が
ら
に
し
て
免
る
る
を
獲
、
其
の
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宿
心
を
遂
ぐ
。
其
の
幸
慶
為
る
や
、
豈
に
天
賜
に
非
ず
や
。
天
に
違
へ
ば
不

祥
な
り
。
頃こ
の
こ

ろ
東
遊
し
て
還
る
。
桑
果
を
修
治
し
、今
、盛
ん
に
栄
を
敷
く
。

諸
子
を
率
ゐ
、
孫
を
抱
き
、
其
の
間
に
遊
観
す
。
一
味
の
甘
き
有
ら
ば
、
割

き
て
之
を
分
ち
、
以
て
目
前
を
娯
し
む
。
德
を
植
つ
る
こ
と
殊
に
邈は
る

か
な
る

こ
と
無
し
と
雖
も
、
猶
ほ
子
孫
を
教
養
す
る
に
、
敦
厚
退
讓
を
以
て
し
、
戒

む
る
に
軽
薄
を
以
て
せ
ん
と
欲
す
。
庶ね
が

は
く
は
策む
ち

を
挙
げ
て
馬
を
数
へ
、
萬

石
の
風
に
彷
彿
た
ら
令し

め
ん
こ
と
を
。
君
、
之
を
謂
ふ
こ
と
何
如
。
遇た
ま

々た
ま

重

熙
去
る
。
當
に
安
石
と
、
東
の
か
た
山
海
に
遊
び
、
併
せ
て
田
を
行
な
ひ
、

地
の
利
を
盡
く
す
べ
し
。
頤
養
の
閒か
ん

暇か

、
衣
食
の
余
、
親
知
と
、
時
に
歓く
わ
ん

讌え
ん

を
共
に
せ
ん
と
欲
す
。
言
を
興
し
て
高
詠
し
、
杯
を
銜
ん
で
満
を
引
く
こ
と

能
は
ず
と
雖
も
、
田で
ん

里り

の
行
な
ふ
所
を
語
る
に
、
故
よ
り
以
て
撫ぶ

掌し
や
う

の
資
と

為
す
。
其
の
得
意
為
る
こ
と
、勝
げ
て
言
ふ
可
け
ん
耶
。
常
に
陸
賈
・
班
嗣
・

楊
王
孫
の
処
世
に
依
り
、甚
だ
風ふ
う

を
数
子
に
希ね
が

は
ん
と
欲
す
。
老
夫
の
志
願
、

此
に
盡
く
る
也
。
君
、此
を
察
せ
よ
。
當は

た
二
言
有
る
や
不
や
。
真
に
所
謂
、

賢
者
は
大
を
志し

り
、
不
肖
は
其
の
小
を
志し

る
な
り
。
君
に
見あ

ふ
に
緣よ
し

無
し
。

故
に
心
を
悉つ
く

し
て
言
ひ
、
以
て
一
面
に
當
て
ん
。

　
「
古い
に
し
え

の
俗
世
に
別
れ
を
告
げ
た
者
は
、
髪
を
ふ
り
乱
し
て
狂
人
を
よ
そ
お
っ

た
り
、
わ
が
身
や
わ
が
行
な
い
を
汚け
が

し
た
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
な
か
な
か
出

来
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
今
、
私
は
い
な
が
ら
に
し
て
俗
世
か

ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
、か
ね
て
か
ら
の
懐お
も

い
を
遂と

げ
ま
し
た
。
こ
の
慶よ
ろ
こ

び
は
、

天
か
ら
の
賜
り
物
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
天
命
に
逆さ
か
ら

う
こ
と
は
不
吉
で
す
。

さ
て
、
近
ご
ろ
東
の
方
を
遊
覧
し
て
帰
り
ま
し
た
。
桑
の
木
を
植
え
て
お
い
た

の
が
、
今
や
り
っ
ぱ
に
育
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
を
引
き
連
れ
、
孫
た
ち
を

抱
き
か
か
え
て
は
、
そ
の
間
を
な
が
め
ま
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
何
か
う
ま
い
も

の
が
有
れ
ば
、
み
ん
な
で
そ
れ
を
分
け
あ
っ
て
、
こ
の
目
前
を
楽
し
ん
で
お
り

ま
す
。
私
は
と
り
わ
け
す
ぐ
れ
た
徳
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
子
や
孫
た

ち
に
敦
厚
と
退へ
り

譲く
だ
り

を
教
え
、
軽
薄
を
戒い
ま
し

め
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
で
き
ま

す
な
ら
ば
、
策む
ち

を
手
に
し
て
い
ち
い
ち
馬
を
数
え
た
と
い
う
万ば
ん

石せ
き

君く
ん

の
家
風
に

な
ら
い
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
は
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
か
。
た
ま
た
ま
重じ
ゅ
う

熙き

が
（
西
に
）
行
き
ま
し
た
の
で
、
安
石
と
東
方
の

山
海
を
遊
覧
し
、
つ
い
で
に
荘
園
を
見
て
ま
わ
り
、
田
を
ち
ゃ
ん
と
作
ら
せ
る

よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
養
生
の
ひ
ま
が
で
き
、
生
活
の
余
裕
が
で
き
た

な
ら
ば
、
親
戚
の
者
や
知
人
た
ち
と
一
緒
に
歓
談
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
立
派
な
言
葉
を
述
べ
、
高
ら
か
に
歌
い
あ
げ
、
盃
を
ふ
く
ん
で
飲
み
ほ
し

た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
田
舎
で
の
く
ら
し
を
語
り
合
え
ば
、
手
を

撫う

っ
て
談
笑
す
る
種た
ね

に
は
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
満
ち
足
り
た
気
持
ち
は
、
と

て
も
言
い
つ
く
せ
な
い
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
陸り
く

賈か

や
班は
ん

嗣し

・
楊よ
う

王お
う

孫そ
ん

の
処
世
術

を
参
考
に
し
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
風ふ
う

に
な
ら
い
た
い
と
望
ん
で
お
り
ま
す
。

老
い
ぼ
れ
の
私
の
願
い
は
、た
だ
こ
れ
だ
け
で
す
。あ
な
た
も
お
察
し
下
さ
い
。

心
に
も
な
い
こ
と
は
言
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
、
所い
わ
ゆ謂

る
「
賢
者
は
そ

の
大
き
な
と
こ
ろ
を
知
っ
て
お
り
、
不
賢
者
は
そ
の
小
さ
な
と
こ
ろ
を
知
っ
て

お
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
あ
な
た
に
お
目
に
か
か
る
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
心
の
た
け
を
述
べ
尽
く
し
、
拝
眉
に
代
え
る
次
第
で
す
。」
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十
二

　

こ
の
書
翰
は
、『
晋
書
』
本
伝
に
も
、「
吏
部
郎
謝
万
に
書
を
与
え
て
曰
く
」

と
し
て
載
せ
て
あ
る
。
書
翰
の
中
で
、「
諸
子
を
率
ゐ
、
孫
を
抱
き
、
其
の
間

に
遊
観
す
」
と
い
う
よ
う
に
老
年
を
迎
え
た
羲
之
に
と
っ
て
は
、
家
族
と
過
ご

す
時
間
は
何
よ
り
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
幼
い
孫
た
ち
は
羲
之
に
と
っ

て
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

五
　
孫
の
夭
折

　

し
か
し
、
そ
の
可
愛
い
孫
が
夭
折
す
る
と
い
う
、
こ
の
上
も
な
い
悲
し
い
出

来
事
に
羲
之
は
見
舞
わ
れ
る
。

　
　

 

官
奴
小
女
玉
潤
、
病
來
十
余
日
、
了
不
令
民
知
。
昨
来
忽
発
痼
、
至
今
転

篤
。
又
苦
頭
癰
、
頭
癰
以
潰
、
尚
不
足
憂
。
痼
病
少
有
差
者
、
憂
之
燋
心
、

良
不
可
言
。
頃
者
、
艱
疾
未
之
有
。
良
由
民
為
家
長
、
不
能
剋
己
懃
修
、

訓
化
上
下
、
多
犯
科
誡
、
以
至
於
此
。
民
惟
帰
誠
待
罪
而
已
。
此
非
復
常

言
常
辞
。
想
官
奴
辞
以
具
。
不
復
多
白
。
上
負
道
德
、
下
愧
先
生
。
夫
復

何
言
。 

（『
二
王
』
上
一
八
）　

　

 

官
奴
の
小
女
玉
潤
は
、
病
み
來
た
り
て
十
余
日
な
る
に
、
了ま
つ
た

く
民わ
れ

を
し
て
知

ら
令
め
ず
。
昨
來
、
忽た
ち
ま

ち
痼こ

を
発
し
、
今
に
至
り
て
転う
た

た
篤あ
つ

し
。
又
た
頭と
う

癰よ
う

に
苦
し
む
も
、
頭
癰
は
以す
で

に
潰
れ
、
尚
ほ
憂
ふ
る
に
足
ら
ず
。
痼こ

病び
や
う

は
少
し

く
差い

ゆ
る
者こ
と

有
る
も
、
之
を
憂
ひ
て
心
を
燋い
た

ま
し
む
る
こ
と
、
良
に
言
ふ
可

か
ら
ず
。
頃こ

の

者こ
ろ

、
艱か
ん

疾し
つ

は
未
だ
之
れ
有
ら
ず
。
良ま
こ
と

に
民わ
れ

は
家
長
と
為
る
も
、

己
に
剋
ち
て
懃つ
と

め
修
め
、
上
下
を
訓
化
す
る
能
は
ず
し
て
、
科く
わ

誡か
い

を
犯
す
こ

と
多
き
に
由
り
て
、
以
て
此
に
至
る
な
り
。
民わ
れ

は
惟
だ
誠
に
帰
し
て
罪
を
待

つ
而の

已み

。
此こ

れ
復ま

た
常
言
常
辞
に
非
ず
。
想
ふ
に
官
奴
辞つ

げ
て
以
て
具つ
ぶ
さ

に
せ

ん
。
復
た
多
く
は
白ま
う

さ
ず
。
上
は
道
德
に
負そ
む

き
、
下
は
先
生
に
愧は

づ
。
夫
れ

復
た
何
を
か
言
は
ん
。

　
「
官か
ん

奴ど

の
少
女
の
玉ぎ
ょ
く

潤じ
ゅ
ん

が
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
十
数
日
に
な
り
ま
す
の
に
、

私
に
は
全
く
知
ら
せ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
日
か
ら
突
然
に
持
病
が
悪
く

な
り
、
今
は
い
よ
い
よ
ひ
ど
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
、
頭
の
で
き
も
の

に
苦
し
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
で
き
も
の
は
已す
で

に
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
、
も
は
や

心
配
す
る
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
持
病
も
少
し
は
よ
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

や
は
り
心
配
で
落
ち
着
か
ず
、
本
当
に
口
で
は
言
え
ぬ
ほ
ど
で
し
た
。
近
頃
、

こ
ん
な
に
も
や
っ
か
い
な
病
気
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
ま
こ
と

に
私
が
家
長
で
あ
り
な
が
ら
、
我
が
身
を
つ
つ
し
み
修
養
し
て
、
家
族
の
者
た

ち
を
訓
化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
誡い
ま
し

め
を
犯お
か

す
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
私
は
た
だ
た
だ
誠
心
誠
意
、
罪
を

待
つ
だ
け
で
す
。
こ
れ
は
口
先
だ
け
で
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
官

奴
が
す
で
に
詳く
わ

し
く
申
し
上
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
も
う
多
く
は
申
し

ま
せ
ん
。
上
は
道
徳
に
そ
む
き
、
下
は
先
生
に
愧は

ず
る
ば
か
り
で
す
。
も
う
何

も
申
せ
ま
せ
ん
」
と
い
う
内
容
の
手
紙
で
あ
る
が
、「
官
奴
」
す
な
わ
ち
王
献

之
の
娘
の
玉
潤
が
治
療
を
受
け
て
い
た
道
士
の
先
生
に
宛
て
た
も
の
で
あ
ろ
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十
三

う
。
幼
い
孫
娘
の
死
に
遭
遇
し
て
、
羲
之
の
悲
し
み
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。

　
　

 

延
期
官
奴
小
女
、
並
得
暴
疾
、
遂
至
不
救
。
愍
痛
貫
心
。
奈
何
。
吾
以
西

夕
、
至
情
所
寄
、
唯
在
此
等
、
以
栄
慰
余
年
。
何
意
、
旬
日
之
中
、
二
孫

夭
命
。
旦
夕
左
右
、
事
在
心
目
。
痛
之
纏
心
、
無
復
一
至
於
此
。
可
復
如

何
。
臨
紙
咽
塞
。 

（『
右
軍
』
一
七
六
）　

　

 

延
期
・
官
奴
の
小
女
は
、並
び
に
暴
疾
を
得
て
、遂
に
救
は
れ
ざ
る
に
至
る
。

愍
痛
は
心
を
貫
く
。
奈い
か
ん何

せ
ん
。
吾
は
西
夕
を
以
て
、
至
情
の
寄
す
所
は
、

唯た

だ
此
れ
等ら

に
在
り
、
以
て
余
年
を
栄え
い

慰ゐ

せ
ん
と
す
。
何
ぞ
意お
も

は
ん
や
、
旬

日
の
中
、
二
孫
の
夭
命
せ
ん
と
は
。
旦た
ん

夕せ
き

左
右
、
事
は
心
目
に
在
り
。
痛
み

の
心
に
纏ま
つ
は

る
や
、
復ま

た
一い
つ

に
此こ
こ

に
至
る
無
し
。
復ま

た
如い

何か

に
す
可
き
。
紙
に

臨
ん
で
咽え
つ

塞そ
く

す
。

　
「
延
期
・
官
奴
の
幼
い
娘
は
、
ど
ち
ら
も
急
に
病
気
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
痛
む
心
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
私
は
残
り
少
な
い
歳
に
な
り
、た
だ
こ
れ
ら
の
孫
た
ち
が
楽
し
み
で
、

余
年
を
慰
め
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
に
。
旬
日
の
中
に
、
二
人
の
孫
娘

が
幼
く
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
お
う
と
は
、
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
痛
み
が
心
に
ま
つ

わ
り
つ
く
こ
と
、
こ
れ
以
上
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い

い
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
手
紙
を
前
に
し
て
、
咽む
せ

び
泣
く
ば
か
り
で
す
」。
冒
頭

の
「
延
期
」
と
は
、王
延
期
の
こ
と
で
、羲
之
の
兄
の
籍
之
の
子
で
あ
る
。（
注
⑦
）

　

こ
う
し
た
身
内
の
、
そ
れ
も
幼
い
孫
娘
が
死
ん
で
い
く
と
い
う
悲
し
み
を
経

験
し
、
羲
之
は
よ
り
い
っ
そ
う
今
こ
の
時
を
充
実
し
て
生
き
て
行
こ
う
と
い
う

思
い
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

六
　
ま
と
め

　

今
回
は
、
王
羲
之
の
書
翰
を
中
心
と
し
て
、「
服
食
養
生
」「
目
前
の
娯
し
み
」

「
孫
の
夭
折
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
人
間
像
を
考
察
し
た
。
書
翰
は
羲
之

み
ず
か
ら
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
に
書
か

れ
た
こ
と
は
羲
之
の
心
の
思
い
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、「
書
は
言

を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
」（『
易
経
』）
と
い
う
よ
う
に
言
葉
で
表

現
さ
れ
た
、
そ
の
中
に
あ
る
真
意
を
読
み
取
る
こ
と
は
相
当
に
難
し
い
。
多
く

残
さ
れ
た
羲
之
の
書
翰
を
相
互
に
関
連
付
け
て
考
え
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
少
し
で
も
羲
之
の
心
の
思
い
に
迫
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、王
羲
之
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、『
晋
書
』『
三
国
志
』
お
よ
び
そ
の
注
、

『
世
説
新
語
』
お
よ
び
そ
の
注
、『
真
誥
』
な
ど
の
資
料
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た

資
料
と
羲
之
み
ず
か
ら
の
手
に
な
る
書
翰
と
の
関
連
付
け
を
丁
寧
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
詳
し
く
王
羲
之
の
人
間
像
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
今
後
、
更
に
真
の
王
羲
之
像
に
迫
る
べ
く
考
察
を
重
ね
た
い
。
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【
注
】

① 
本
稿
で
取
り
上
げ
る
書
翰
に
つ
い
て
は
、唐
・
張
彦
遠
輯
『
右
軍
書
記
』（
津

逮
秘
書
本
『
法
書
要
録
』
所
収
）、
清
・
乾
隆
三
十
四
年
勅
輯
『
淳
化
閣
帖
』

（
広
雅
書
局
刊『
武
英
殿
聚
珍
版
』所
収
）、宋
・
許
開
撰『
二
王
帖
評
釈
』（『
横

山
草
堂
叢
書
』
所
収
）、
明
・
張
溥
輯
『
王
右
軍
集
』（『
漢
魏
六
朝
一
百
三

家
集
』
所
収
）
を
用
い
た
。

② 

書
翰
が
い
つ
頃
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
に

よ
っ
て
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
詳
し
く
は
佐
藤
利
行
「
王
羲
之
書

翰
繋
年
考
証
」（『
国
文
学
論
集
』
安
田
女
子
大
学
、第
一
四
巻
、一
九
八
六
年
）

を
参
照
。

③ 

佐
藤
利
行
「
王
羲
之
書
翰
の
語
彙
」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
六
九
巻
、
二
〇
〇
九
年
）、
佐
藤
利
行
「
六
朝
漢
語
の
研
究
」（『
安
田
女

子
大
学
紀
要
』
第
一
四
巻
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。

④ 

森
野
繁
夫
・
佐
藤
利
行
『
増
補
改
訂
版
王
羲
之
全
書
翰
』（
白
帝
社
、

一
九
九
六
年
）
で
は
、
書
か
れ
た
時
期
の
推
測
で
き
る
二
百
三
条
を
、

　
　

一　

会
稽
内
史
に
な
る
ま
で
（
〜
四
十
九
歳
）

　
　

二　

会
稽
内
史
の
時
期
（
四
十
九
歳
〜
五
十
三
歳
）

　
　

三　

会
稽
の
逸
民
（
五
十
三
歳
〜
五
十
九
歳
）

　

 

の
三
期
に
分
け
て
上
巻
と
し
、
書
か
れ
た
時
期
の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
内
容
に
よ
っ
て
分
類
し
、

　
　

一　

問
好
・
時
候
の
挨
拶

　
　

二　

諸
事
の
連
絡

　
　

三　

家
族
・
一
族
内
の
諸
連
絡

　

に
ま
と
め
て
下
巻
と
し
た
。

⑤ 

佐
藤
利
行
「
王
羲
之
と
五
石
散
」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
六
五
巻
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。
ま
た
「
五
石
散
」
に
つ
い
て
は
、
魯

迅
「
魏
晋
風
度
及
文
章
与
薬
及
酒
之
関
係
」（
一
九
二
七
年
）
に
詳
し
い
。

⑥ 

「
聾
」
に
関
連
す
る
内
容
の
書
翰
と
し
て
は
、

　
　

天
鼠
膏
、
治
耳
聾
。
有
験
否
。
有
験
者
、
乃
是
要
薬
。（『
右
軍
』
一
一
）

　

 

天
鼠
膏
は
、
耳
聾
を
治
す
と
。
験し
る
し

有
り
や
否い
な

や
。
験し
る
し

有
ら
者ば

、
乃
ち
是こ

れ
要

薬
な
り
。

　

 「
天
鼠
膏
は
、
耳
聾
を
治
す
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
効
き
目
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
も
し　

効
き
目
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
切
な
薬
で
す
」
と
い
う
内
容

の
も
の
が
あ
る
。
王
弘
の
「
十
七
帖
述
」
に
は
「
凡お
よ

そ
鼠
胆
は
能
く
耳
聾
を

治
す
」
と
あ
る
。

⑦ 

羲
之
の
兄
の
籍
之
、
そ
の
子
の
延
期
に
つ
い
て
は
、
森
野
繁
夫
『
王
羲
之
伝

論
』（
白
帝
社
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

十
四
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十
五

The Human Figure of Wang Xizhi in His Epistles

Toshiyuki SATO and Liu JINPENG

　　 Wang Xizhi’s epistles are considered to be personal documents that record his life, as well as 

an individual history of the aristocracy during the unquiet times of the Jin Dynasty. In addition, the 

epistles are valuable records describing the society of the time in a frank manner. Many facts can 

be learned from the epistles that have never been mentioned in historical books such as Jin Shu and 

Shi Shuo Xin Yu. In this paper, the authors utilize Wang Xizhi’s epistles to explore the situation of 

his life during his hermit period.


